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概要 

「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（MDASH）」では，多

数の学修項目が設定されている。このため，複数大学間で，関連する学修項目に

対応する授業数回分を一つのコースウェアとして設計したパッケージの相互利

用環境を整えておくことが望ましい。各大学はそれらを組み合わせた柔軟なカリ

キュラム設計が可能となるだけでなく，授業コンテンツを作成する教員の負担軽

減を図ることができる。 

長崎大学では，汎用 BI ツールの学生用ライセンスを活用してデータ分析を取り

組ませる授業のパッケージ化を試行している。本企画セッションでは，授業 4 回

分で構成される実践例を報告する。また，このような授業を効果的に進めるため

の支援ツールについても紹介する。 

 

1 はじめに 

数理・データサイエンス・ＡＩに関する

人材育成を目的として創設された「数理・

データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認

定制度（MDASH）[1]」では，基礎的な素

養を身につける「リテラシーレベル」と実

践的な応用力を対象とした「応用基礎レベ

ル」の二段階に分けて，それぞれにおける

学修目標が設定されている。文理を問わず

全国レベルで教育体制を新たに整える必要

があり，6 ブロックそれぞれにコンソーシ

アム[2]が配置され，普及・展開に向けた

活動が精力的に行われている。 

一方，両レベルには多彩な学修項目が数

多く設定されている。認定を目指す大学で

は対応するカリキュラムを構成するだけで

なく，継続的に運用していくための多大な

リソースが必要となる。この課題を解決す

る一案として，複数大学間で協力し，たと

えば，関連する学修項目に対応する授業数

回分を一つのコースウェアとして設計した

パッケージの相互利用環境を整える方策が

考えられる。各大学はそれらを組み合わせ

た柔軟なカリキュラム設計が可能となるだ

けでなく，授業コンテンツを作成する教員

の負担軽減を図ることができる。 

そこで，本企画セッションでは，関連情

報の提供として，データ分析に取り組ませ

る授業のパッケージ化事例，および関連授

業を円滑にかつ効果的に進めるための支援

ツールの導入事例を取り上げる。最初に，

長崎大学で試行が行われている，ビジュア

ル分析プラットフォーム / 汎用ビジネス

インテリジェンス（以後，BI）ツール



「Tableau[3]」を使用したデータ分析を

90 分の授業計 4 回分で構成するパッケー

ジでの実践例を報告する。この授業内容は，

リテラシーレベルにある「社会におけるデ

ータ・AI 利活用」や，応用基礎レベルにあ

る「データサイエンス基礎」に配置されて

いる学修項目の一部に対応している。そし

て，このような授業を効果的に進めるため

の学習コンテンツや種々の学習支援ツール

についても紹介する[4-6]。 

 

2 BI ツールを用いる授業パッケージ 

2.1 BI ツールを導入した教学 IR システム 

長崎大学 教育開発推進機構の大学教育

イノベーションセンターでは，2019 年度

に BI ツール Tableau[3]を導入し，大学全

体を対象としたデータの収集，可視化，分

析，および結果公開を行う教学 IR システ

ムを構築した。教員 1 名と技術員 2 名から

なる同センター教学 IR 部門がシステム全

体の管理・運用，種々の分析を担っている。

主に，学生による授業の受講ふり返り(図 1)，

学生の学修状況報告，成績データ，卒業生

調査結果を対象として，ローカル環境で

Tableau Desktop を使用して各データを

可視化する。そして，学内のオンプレミス

環境で稼働する Tableau Server にリモー

ト接続し，それらコンテンツの保全と公開

を行っている。 

 
各学部・大学院の担当者への情報提供を

充実させる一方で，ユーザーフィルタを適

用することで当該部門に関係する情報のみ

にアクセスできるように制限をかけている。

加えて，ネットワークへのアクセス制限を

設けた学内専用の閲覧環境を設定すること

で，センシティブな情報の管理を徹底して

いる。 

2.2 授業パッケージ実践の場 

教養教育カリキュラムの選択科目「社会

生活における情報活用術」はクオーター制

での開講科目であり，週一日に 90 分 2 コ

マ連続，計 8 週で構成される授業となる。

単元構成としては，情報の可視化技法や文

書作成技法などの実践的な技能，表計算ソ

フトの関数や分析ツールを利用した基本的

なデータ分析の手法，情報の生成・消去に

おける情報セキュリティ維持やプライバシ

保護を考慮した情報の取扱方法からなる。 

MDASH 対応を見据えて，2024 年度に

この科目のデータ分析の単元を強化するた

め，より実生活や社会課題の解決に役立つ

よう，多くの企業で経営方針・戦略立案に

用いられている BI ツールを実体験できる

ように授業設計し直した。この単元を，大

学全体のデータ分析の経験，および経営関

係の知識が豊富な教学 IR 部門の技術職員

が担当することにより，学生たちが実務に

近いデータ分析手順に触れることができる

ようにした。 

 

2.3 授業パッケージの構成 

パッケージは 90 分授業 4 回分で構成さ

れる。それぞれの内容とキーポイント，お

よび評価基準を以下に示す。この授業内容

は，リテラシーレベル「社会におけるデー

タ・AI 利活用」[1]や応用基礎レベル「デー

タサイエンス基礎」[1]に配置されている学

修項目の一部に対応している。 

 

(1) データ分析環境の準備と基礎知識 

学生が個人所有する PC に Tableau 

Desktop をインストールさせ，学生用のラ

イセンスを適用して利用環境を整えさせる。 

記述統計の復習，データ数値化の重要性，

BI の基本概念，BI ツールの基礎知識を講

義する。その際，データの可視化が記述統

計の結果を効果的に伝えるための重要な手

段であることを強調する。そして，ビジュ

アル・アナリティクスについて解説する。

種々の BI ツールの比較も紹介している。 

分析対象として，Tableau Desktop に

備わっているサンプルデータの中から，架

空小売店の売上データを選んだ。ただし，

授業での分析に必要なフィールドのみを抽

出したファイルを学生に提供している。こ

のファイルは購入製品ごとに，出荷日，顧

図 1 受講ふり返りの可視化例 



客，製品カテゴリ／製品サブカテゴリ，売

上金額等が記録されている。この売上デー

タ の デ ー タ 構 造 を 確 認 さ せ た 上 で ，

Tableau Desktop にインポートさせる。 

 

(2) BI ツールの基本操作 

ワークシートの利用 

まず，基本となるワークシート上でのグ

ラフ描画の演習を行なわせる。売上と利益

の推移を二重軸のグラフで表現し，時間の

経過による変化を視覚化，そして，トレン

ドを的確に把握できるように，面グラフに

転換させる。ここでは，データを絞り込む

フィルタ操作を含めている。 

クロス集計表を使って，フィールド間の

関係を詳細に分析する演習を実施する。関

数の利用も含めている。 

ダッシュボードの活用 

授業で作成した複数のワークシートを，

図 2 のように，ダッシュボード上に配置し

てそれらを連携させ，データの解釈を補足

するコメントを挿入させる。 

実践的な理解を深めるために，学生自身

がこの小売店の経営者としてダッシュボー

ドを操作して，どのような課題を見出せる

か，考察させる。 

 
 

(3) 営業戦略最適化のためのデータ分析(1) 

課題の分析と問題提起 

2 回目の授業で作成したダッシュボード

を使って，小売店が直面している課題とし

て，全体の売上は順調である一方，特定の

月や地域，製品カテゴリで利益率が低下し

ていることを提示する。この状況を改善す

るため，利益率の高い製品に注力し，限ら

れたリソースをどのように最適化するかを

検討させる。 

次に，営業戦略を再構築する課題に取り

組ませる。具体的には，どの製品に注力す

べきかを考えさせるので，その裏づけとな

るデータを選定することが求められる。 

地域別の収益性分析 

地域ごとの売上と利益をプロットした地

図グラフから，収益性が高い地域と改善が

必要な地域を把握させる。 

製品カテゴリ分析 

リソースを集中させる戦略を検討するた

めに，パレート図(図 3)を用いて，売上に大

きく寄与する，または利益率の高い製品サ

ブカテゴリを特定させる。 

 
 

(4) 営業戦略最適化のためのデータ分析(2) 

製品カテゴリ詳細分析 

二重軸の棒グラフを使って，各製品サブ

カテゴリのパフォーマンスを分析させる。

ここでの解説内容としては，利益率が高い

サブカテゴリに高価格商品が多く含まれて

いる，利益率が低いサブカテゴリにはコス

ト構造や販売戦略の見直しが必要な製品が

多い，利益が小さい低価格商品であっても

安定した売上を支えている等である。 

顧客層に応じた営業戦略の見直し 

円グラフ(図 4)を使って，地域ごとに顧客

区分（大企業，消費者等）の構成比率を確

認させる。地域別に販売戦略を見直す必要

があることを解説する。 

 

図 2 売上・利益推移ダッシュボード 

図 3 売上貢献度の高い製品の分析 

図 4 顧客構成の確認 



月・曜日別受注状況分析 

クロス集計表に色彩を加えて受注状況を

詳細に把握できるようにさせた上で，各月

の曜日別受注量から得られる週単位の売上

サイクルを分析させ，年度によって傾向が

異なることを確認させる。 

割引き戦略の効果・影響分析 

散布図と回帰直線(図 5)を使用して割引

率の適用範囲が売上と利益に与える影響を

分析させ，営業戦略の改善策を検討させる。 

 
最終課題 

これまでの演習成果をもとに，3 ページ

構成のダッシュボード作成課題に取り組ま

せる。ただし，作成方針を指示するものの，

以下の通り，条件設定を最低限に留めて，

より深い分析を促す。第 1 ページでは，売

上と利益を可視化し，年度，顧客区分，製

品サブカテゴリカテゴリ，地域のフィルタ

機能を設ける。第 2 ページでは，年度ごと

の業績推移を視覚的に分析できるレポート

とする。第 3 ページでは，2021 年度から

2023 年度までの各データを比較し，それに

基づいた営業戦略の改善提案を記述する。 

 

(5) 評価 

学生の理解度や分析力，提案力を総合的

に評価するため，評価対象として，可視化

の正確性，フィルタ機能の適切な設定，各

ワークシート間の連動性，改善提案の具体

性や実用性を選んだ。 

 

2.4 授業実践 

Tableau を使用して種々のデータを可

視化して，企業の経営戦略を検討していく

授業内容に，学生たちは興味を持ってしっ

かりと取り組んでいた。データ分析結果を

もとに具体的な戦略を考案し，企業の利益

率や売上実績に基づいた改善策を提案する

姿勢が見られた。中には，割引率と利益率

の相関を考慮し，適切な割引設定や曜日別

セールの発案など，現実的な施策もあった。 

 

2.5 今後の課題 

今後，以下の三点について検討が必要で

ある。 

(1) 演習用データ 

より実践的な学びを提供できるように，

実在する企業データの活用を検討する。こ

れにより，学生は実社会におけるデータ分

析の意義や課題を深く理解できる環境が整

うと考えられる。 

(2) データの前処理 

今回は，前処理が不要なサンプルデータ

を使用した。しかし，実務ではデータのク

レンジングやマージ，ピボットといった前

処理が重要なプロセスとなる。よって，本

来であればデータの前処理演習を導入し，

実務に即したデータ分析スキルを習得させ

ることが望ましい。 

(3) 学習環境のクラウド化 

Web ブラウザ経由で接続し，利用できる

Amazon AppStream 2.0 上に Tableau 

Desktop の利用環境の構築を試みた。学生

個々の PC のスペックや設定状況にとらわ

れない授業が実施可能となり，種々の物理

的な制約を回避できる。さらに，デスクトッ

プ版を PC にインストールする時間分も講

義・演習に割り当てることができる。ただ

し，今回はクラウド化に伴い発生する問題

の抽出に留めた。 

 

3 Tableau アカデミックプログラム 

3.1 K-12 および高等教育機関向け無償プ

ログラム 

Tableau アカデミックプログラム[4]は，

Salesforce が K-12，および高等教育機関

に在籍する教員と学生向けに，教育利用を

目的としてデータビジュアル分析プラット

フォーム Tableau 製品，および教育コンテ

ンツを提供するプログラムである。学生と

教員は本プログラムを授業やゼミナールは

もちろん，企業，および自治体におけるイ

ンターンシップやデータコンペティション

への参加などの課外活動にも利用すること

ができる。 

教育コンテンツには，授業で使用可能な

動 画 や ス ラ イ ド 資 料 ， eLearning[7]

図 5 売上・利益・割引率の関係 



（ Tableau Desktop 初 級 〜 上 級 ，

Tableau Prep Builder，すべての人のため

のデータリテラシー[8]）が含まれる。 

Salesforce は 2027 年までに全世界で

1,000 万人がデータスキルを習得すること

を目標とし，データスキルにおけるギャッ

プの解消を目指している。本プログラムも

この取り組みの一部として，2024 年時点で

300 万人以上の世界中の教員と学生が

Tableau を利用しデータスキルを身に付

けている。[9] 
 

3.2 プログラムで利用可能な Tableau 製品 

Tableau アカデミックプログラムでは，

有償版と機能差異がない Tableau 製品

（ Tableau Prep Builder ・ Tableau 

Desktop・Tableau Cloud）を在学期間中

であれば無償で継続利用できる。Tableau 

Prep Builder はデータの前処理を行う

ツールであり，Tableau Desktop はデー

タを接続し，可視化してビジュアル分析す

るツールとなっている。Tableau Cloud で

は Salesforce がホスティングするクラウ

ド環境サイトにデフォルトで合計 100名の

教員と学生をユーザーとして追加し，ウェ

ブブラウザ上で Prep や Desktop の機能を

利用したりユーザー間で分析結果やデータ

ソースを共有したりすることが可能である。 

製品の利用に際して教員はライセンス

キーを学生の BYOD 端末はもちろんのこ

と，PC教室端末向けにも一括で１つのキー

を申請することが可能である。なお教員が

一括で学生向けにキーを申請する際には学

生個人の情報は不要となり，使用する学生

数または PC 教室端末数のみ申請フォーム

に入力するだけでよい。 

Tableau Desktopの基本操作(図 6)は簡

単なドラッグ＆ドロップ操作となっており，

利用に際して高度なデータ分析知識やプロ

グラミング言語は不要である。Tableau は

統計解析ソフトではなく，データをビジュ

アライズし，そこから得た新しい洞察をも

とに仮説を立て行動を起こすための，ビ

ジュアル分析ソフトウェアである。この特

徴は Tableau が開発された当初からの重

要なミッション[10]「誰もがデータを見て

理解することを支援します」に深く根ざし

ている。 

 
3.3 Tableau Public 

Tableau Public[11]は教育機関のみな

らず誰でも無償利用が可能なプラット

フォームである。 

有償版の Tableau Desktop との大きな

違い[12]としては，接続可能なファイル形

式が限られていることやデータソース行の

制限，ライブデータの更新の有無などが挙

げられる。また作成したビジュアライゼー

ションをパブリッシュ（保存しアップロー

ド）すると，自身がサインインしている

Tableau Public アカウントの領域内で公

開されるため，必ず公開しても問題のない

オープンデータやダミーデータを使用する

ことが推奨されている。 

Tableau Public の魅力は無料でビジュ

アライゼーション機能を試せるだけではな

く，他者が作成したさまざまな洞察に富ん

だビジュアル分析を閲覧したり，手元にコ

ピーして編集・保存したりすることができ

る点である。作成者としては，世界中の

Tableau ユーザーが対象となっており，中

には企業や教育機関によるアカウントもみ

られる。ぜひ検索機能で興味のあるキー

ワードや自治体名，組織名で検索してみて

欲しい。 

また学生にとって Tableau Public は自

身のデータスキルをアピールする最高の

ポートフォリオにもなり得る。実際に自身

の Tableau Public プロフィールを就職活

動の際に共有し，希望するキャリアを手に

入れた学生の事例も複数存在する。[13] 授

業で Tableau の使い方を学ぶだけではな

く，身につけたデータスキルを発展させア

ウトプットすることで自身の価値をさらに

高めるツールとして活用することができる。 

 

 

図 6 Tableau Desktop の操作画面 



3.4 日本における Tableau アカデミック

プログラムの利用事例 

2011 年のプログラム提供開始から日本

においても全国 250校以上の教育機関の授

業やゼミナール，また学生個人でのイン

ターンシップや卒業論文等に Tableau が

活用されている。昨今の文部科学省による

数理・データサイエンス・AI 教育プログラ

ム認定制度の影響もあり，本 Tableau アカ

デミックプログラムを活用して Tableau

を教育目的で導入し，情報科目やデータサ

イエンス科目の授業で活用する教育機関が

増加している。 

導入教育機関は大学に加えて，専門学校

や中・高等学校にも広がっており Tableau

の直感的で簡単な操作やビジュアライゼー

ションの視覚的な楽しさが学生の好奇心を

呼び起こし，データ学習に対する意欲を高

めているケースが多くみられる。[14] また

データスキルが社会人基礎力として需要が

高まるにつれ，データサイエンスなどを専

攻する理系学部のみならず，文系学部にお

いて数学に苦手意識を持つ学生に対しても

積極的に教育が行われている。[15] 

授業ではデータとは何かを学ぶリテラ

シーを身につけるコンテンツから，ビジュ

アル分析の仕組みとその効果の理解，そし

て Tableau の基本操作や分析のテクニッ

クをサンプルデータで学習した後に実際の

データ（自治体のオープンデータや企業か

ら入手したデータ）で演習を行うカリキュ

ラムが事例として挙げられる。 

演習時には多くの場合，個人またはグ

ループワークで与えられたデータに対して

テーマまたは課題を定め，Tableau を用い

て分析を行いそこから得た洞察や仮説，課

題と解決策を発表し，それらを分析・ビジュ

アライゼーションのデザイン・ストーリー

性の観点から評価を行う。 

このようなデータ学習の体験を得た学生

の中には学外へネットワークの輪を広げ，

社会人が大半を占める Tableau コミュニ

ティ [16]へ自ら参加し，さらなるスキル

アップや活躍の機会を積極的に獲得してい

る。またアカデミック領域で Tableau を用

いたデータスキルを推進するアカデミック

アンバサダー選出プログラムが存在する。

毎年，自己／他者推薦の中から選出される。

2 年前には 2 名の学生アンバサダーが日本

から初選出された。また，2024 年は史上最

多の教員 1 名と学生 7 名のアカデミックア

ンバサダーが選出されている。なお，この

年は全世界で 82 名が選出された。[17] 
 

3.5 Tableau アカデミックプログラムの

利用方法 

Tableau アカデミックプログラムの利

用にあたり必要な申請手続きはオンライン

からの申請フォームの送信のみとなる。別

途契約書の締結や署名手続き等は不要であ

る。 

K-12 または学位を授与する教育機関に

在籍する教員・学生であればいつでもウェ

ブサイトの申請フォームに入力し製品のラ

イセンスキーを申請できる。 

申請を行うウェブサイトは（1）学生向け

[18]と（2）教育向け[19]で分かれているた

め注意が必要である。 

（1）学生向けは学生が自身で申請を希望す

る際に使用し，申請が承認されると 1 年間

有効なライセンスキー（Desktop・Prep で

利用可能），および eLearning のアクセス

コードが納品される。また翌年も在学中で

あれば同じ手続きにより継続利用が可能と

なる。 

（2）教育向けは[a]教員が自身または[b]学

生用に一括申請する際に使用し，申請が承

認されると[a]教員個人が利用可能な 1 年

間有効なライセンスキー（Desktop・Prep

で利用可能），および eLearning のアクセ

スコード，[b]申請時チェックを入れた希望

ライセンス種別（学生の BYOD 端末用の

一括キー・PC 教室端末用キー・Tableau 

Cloud サイト）が納品される。教員も学生

同様，翌年も教育機関に在籍していれば同

じ手続きで継続が可能である。 

なお，学生の BYOD 端末用の一括キー

の有効期間は授業開講期間に準拠して 8 ヶ

月以下である必要がある。 

なお学生向けと教育向けのいずれも申請

フォームには学生・教員であることの証明

が必要となる。 

学生は申請時に学校が発行したメールア

ドレスを使用し，在学証明書として，有効

期限が記載された学生証の画像をアップ

ロードする必要がある。（SheerID 社経由

での認証） 一方，教員は申請フォーム内「教

員または学術研究者の詳細」に教員である



ことが証明可能な大学のウェブサイトの

URL を入力する。ウェブサイトが無い場合

はフォームを送信した後に，必ず証明する

書類をデータで（tft@tableau.com）宛に

メールにて送信する。 
 

4 クラウドストレージとリアルタイム

動画レビューツール 

4.1 世界中の教育機関で導入が進む 

Dropbox 

Dropbox は 2007 年の創業以来，世界で

6,000 校を超える教育機関に採用され，教

員の授業コンテンツ作成における効率向上，

また学生のデータ取り扱いに関する利便性

向上をサポートしてきた。クラウド型スト

レージである Dropbox にデータを保存す

ると，いつでもどこでもファイルが閲覧で

きるようになるというメリットに加え，教

員間，および教員と学生間における共同作

業の円滑化も期待できる。図 7 は，同時に

導 入 さ れ る こ と が 多 い Microsoft 社

Microsoft365 と Dropbox との組み合わ

せによる，共同作業の円滑化を図示したも

のである。 

Dropbox にはライセンスに応じて幾つ

かのアプリケーションが付帯する。教育業

界では，Dropbox Paper は ①：情報の伝

達・共有・更新，③：作業分担と進捗管理に

役立ち，Dropbox Replay は ①：情報の

伝達・共有・更新，②：資料の作成と更新に

有用となる。Dropbox Paper は，ブラウ

ザ上でドキュメント，およびプロジェクト

を 管 理 す る ツ ー ル で あ り ， Dropbox 

Replay は，複数人でリアルタイムに動画を

レビューできるブラウザベースのオンライ

ンツールである。これら共同作業は授業実

践の場においても頻出する。 

 

4.2 Dropbox Replay 

コロナ禍を経て，教育機関においても授

業アーカイブ動画などの活用が進み，動画

に対する需要が大きく伸びた。そこで課題

となるのが，動画内容を複数人でレビュー

する必要が生じた際，レビューに多大な時

間を要してしまう，ということである。実

際の教育現場では，例えば学生が作った動

画をレビューする際，メール等を用いて秒

数，および編集内容を細かく記述するなど

して編集指示を出さざるを得ない。もしく

は，定性的なレビューに終始してしまい，

的確な指示が出せないという声を聞くこと

が多かった。そこで Dropbox は，ブラウ

ザベースでリアルタイムな動画レビューが

可能な Dropbox Replay の提供を開始し

た。 

URL を受領したレビュアーは Dropbox 

Replay に保存された実際の動画を見なが

らコメントや描画ツールで編集指示を出す

ことができ，また，複数人で強制的に同時

再生をしながらオンライン試写会のような

環境を作り出すことができる。こうするこ

とで，Dropbox Replay という単一プラッ

トフォームの上で詳細かつスピーディな動

画レビュー，および共有を完結することが

でき，効率を飛躍的に高めながら動画を完

成に近づけることが可能となる。 

 

4.3 Dropbox および Dropbox Replay

を用いた授業コンテンツの双方向化と大学

での活用 

Dropbox，および Dropbox Replay の

活用に関して，当然ながら世界のメディア

関連業界においては動画レビューの迅速化，

効率化に大きく寄与している[20]。その他

民間分野では，ドローンを用いた建築現場

の大容量空撮映像を Dropbox に保存しつ

つ，Dropbox Replay を用いて目視が難し

い箇所に補修の必要な箇所がないか等をレ

ビューするといった使い方がされている。 

このように，教育機関においても“動画”

を利活用する分野すべてにおいて，様々な

図 7 Dropbox/MS365 利活用 



応用が期待されている。一例を挙げると，

ソーシャルエンジニアリングを題材にした

セキュリティ教育コンテンツを用いて授業

実践をする際，学生に模擬的に加害者役を

演じてもらう。その動画をもとにクラス全

体でどこに違和感を覚えたか，注意すべき

点は何なのか等について共同レビューを行

う。Dropbox Replay 上のコメントであれ

ばより気軽に自らの意見を発しやすく，ま

た，クラス全体でどのような点に意識が集

中するか等を可視化でき，より自発的かつ

俯瞰的な学習が期待される。 

その他，大学における質的研究において

は文字起こしが必要になる場面が多々想定

される。Dropbox Replay には多言語対応

の自動文字起こし機能も備わっており，イ

ンタビュー動画の分析に非常に重宝される

だろう。 

クラウドストレージとしての Dropbox

を活用したデータ管理の効率化はもちろん，

Dropbox Replay を用いることで授業実

践，および研究分野において新たな可能性

が見出せる。 

 

5 おわりに 

本企画セッションでは，「数理・データサ

イエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度」

への対応に注目して，複数大学間で指導方

針・授業内容を共有することで，学習コン

テンツの事前準備の効率化を図ることがで

きる授業パッケージ化について取り上げた。

今後の課題としては，これら授業パッケー

ジで使用する学習環境のクラウド化があり，

これにより，さらなる効率化と授業時間の

有効活用が期待できる。 

なお，本セッションでは株式会社セール

スフォース・ジャパンと Dropbox Japan

株式会社に話題提供していただいた。また，

株 式会 社 Fusic の 中 林 真 悠 様 には ，

「AppStream 2.0 を利用した Tableau 環

境」に関する資料提供とともに助力いただ

いた。こうしたご協力に深く感謝します。 
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